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講義について
この講義は自習を前提として行う．自習とは，適切な予習及び復習，それに加え進んだこと（自
分の学びたいことなど）や，前に戻っての復習（分かっていたつもりだったのに分かっていなかっ
たことが分かってしまったのでやり直し）からなるが，この講義に関して言えば復習が最も重要で
ある．また，全般に必要最低限以下の「取り敢えず困らない」程度を目指す．必要であると考える
ことは講義中に示唆するので，各自で補うこと．自習は独習を意味しない．教員や学生など，必要
に応じて相談すべきである．

内容について
ベクトル解析や常微分方程式はこの講義の内容に直截的に関係する．理解が不十分であると思わ
れる場合には良く復習・補習しておくこと．また，線型代数や微積分は分かっていないともちろん
困ったことになる．とは言え，どれか一つの理解が完成してから外のものが理解できるとは限ら
ず，全体的に何となく理解が深まることも多い．楽観的に，もう分かったと思ってしまっておおら
かに進むことも大切である†1．

教科書について
この講義では特定の教科書は用いない．参考文献に関しては最後に述べる．

演習問題
今のところ演習問題は講義中に述べる予定である．時間の関係で多くの主張に関して証明を
与えないが，これらは全て演習問題と考えられたい．演習問題や資料を別途作成する場合には
ITC-LMSを用いて配布する．もし閲覧・印刷が不可能な場合は申し出ること．

※ スタイルファイルの都合で２ページは空白である．

†1分かったと思って先に進んでも，結局分かっていなかったことが後で分かることが日常である．
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[1], [2]は多様体に関する基本的な文献である．[6]はテンソル代数や外積代数に関しての教科書
である．[3], [4], [5], [7]はこの講義の内容と関連が深いものの内，比較的入門的なものである．少
なくない内容を講義でも扱う予定である．[7]はやや難しい．[8]から [14]はこの講義の内容と関連
が深いが，比較的発展的なものである．これらの文献のみに含まれる内容については，基本的には
この講義では扱わない．[15]の内容は幾何学 IIのものとの重なりが大きいが，この講義を受講す
るに当たっても知っておくと良い．


